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束濠州時
日本申央標準時
各 地 別
｛量総掘｝支，騰。ラ＿。，支，、
ニウジqランド（南洋）
擁甥ズ搬弓手嚇・
南濠州
一本中央凱、朝鮮
墓i轡、支那東部、西濠洲
　　　　　　　　東部インド
　　　　　　　　アフ1）力東岸
東歌標準時1ロシア、バルカン地方、エヂプト、南アフリカ
申礁輪軸婁認鰐架ナ」t’ア・塊・丁・
了ムステルタム購　　ナランダ
グリ島繍?ﾟ典、蠕ア〃凱　コ
　　　　　　　1太茜洋岸標準時　　カナダ東岸、アルゼンチン、中央ブラジル
額灘1騰灘饗ボラ晒靹’
山岳画面陥ナ齪綱。の山縣
太田洋治民攣時　　カナダビ来國9の西部
　　　　　　　　アラスカ
　　　　　　　　バPイ諸島
フロインドリヒ傅士な迎えて　（由本） 315
一一一一一一一一一一一一一
　際使用上の種々の注意奄附いナこQ　　　　　　日本の生き六宗敏秘知るのに大きなインスu’
　　「今持ってるる’■　一一ロスタFが小さくて此　V一“7　ilンです」
　の器械に合ひ兼ねますのが獲念です。是非・　亡博士1工堂の申で自分にさ」やかれ六〇夫人
　Lff々の申に直征50センチ位のシPロスタト鏡　Sクリウベ’レ君烈i珍らしい此のあ才こVJの光
　が慾しいビ思ひます」　　　　　　　　　　　　　＝景為rカメラに牧1められる。
　ビ自分が言ふS、　　　　　　　　　　　　　本願寺からの婦途
　　「そうですね、少し小さい。しかし、50セ　　「土産ものが買ひブこい」
　ンチの鏡で1乱焦鮎に集まる熱量が非常に大　ミ言はれるから、四條通りの大丸に蓮れて行
　きくてs面倒た惹き起すごビになりますから　つ7こ。夫人ば美しい帯地なごを少しく買肥れ
　附置に熱た吸劃する装置が一苦心でぜう。爲　英子S、いろいろ品物の撰握たしてゐられろ
眞機の蓮動装置さへ良くあれば、可な胴・さ間・博士亡グ彫ベシ郡臥各々の持ち揚．
　い鏡面でもメ1支へなく研究に使へますよoj　　の為り子から申央計算室へ飛び交ふ計算箱の
　　「此の器械ご全く同じ大きさで此の型のも　敏捷な蓮動ぶりな見て打ち興じられる○
　のな、今・、世界の何所かの天雷蔓で使って居　　　もばや、目に夕暮に近1くなつ六のに、
　まぜうか？　使用上、峯考の・ために御聞きし圏　「日本の茶が飲みずこい」
ナ、いでVが…一一」　　　　　曙得るので・何所娘い場所な考へ硯
　　「いえ、ユ比の大きさのもの為バムベ：ルグ會・　ずこ力蓄、一寸、仔細なのカ、見當らなかつずこ。そ
　肚が作つナこのば此れが始めてです。此れが、　れで残念ながら、寺町のかぎ屋に少態して簡
　世界で最大の型です。」　　　　　　　　　　軍な茶菓か喫し・それから・急いで、一行を
　　此う聞いて白分匡論いナこ。t同時に、此の．ホテルに逡り届け7：0
　器械な持ってるろ京都二丈壱の誇り章、二二　　　博士一行に其の夜入昨過の急行で東京へ立
　上の大責任ごか感ぜざる准得なかつ．た。　　　カれた。同夜・自分もs少しく邊れて東上す
　　此の時、中村要氏が二丈舜へ來られ71。紹　る筈であっれナこめ・見付りばしなかつすこが・
　介によ9、すぐ同氏艮榑＝［：7こちミ握手dられ　英子ば濁り一行な京都騨に見迭つた。同時に
　ナこ。玉尺九寸の大男であろ中村氏も二士の長　此の昨・新城教授も騨に駆けつけて・昂嚢問
　い勇長にぽ及ばないこ定が衆目の前に立謬iぜ　ぎばの一行に創工れナこ由O
　られブこ。一早速の思ひつきで、中村氏の手　　　　×　　　×　　　×　　　×
肺づらlt．L、一同、北館の入。野景軋　二＋二日の朝・自分陳京にjtt・・’・’（帝齢
郷爲眞㈱・・轟・・獺れで粥算説毅謄鱗了晶
　　　　x　　　×　　　×　　　×　　　　た途つ’（自分tt到着麺博士i：知らぜるt・博
　　天外一巡鍛、搏士一行三人泊分等夫士も嬉び・
響驚編灘1．
西へ地響ぐに二條城に赴いずこ。それから又・　　「東京天丈墓な訪れろ時間がありまぜんで
　四條通り・烏丸通りな走り・折から彼岸で雑・し7こ。れy“、プロフエソ；レ．ヒラヤマにぱ會
　踏な極めてみる：束本願寺の内部を案内し710　　ひまし7：0東京にもアインシタイン鉾が出來
　「今日・午前中ば・ti“テ々に近い知恩院ご．るさうですれ。アインシタイン塔ば責用ぽか
　言ふ御寺だ見ましナこが・塾詣人ほ誰も無くて　り高くかsつくs聲澤なものですが」
　全く淋しい＝景’色でしプこ。ビころが、・今に此の　　E、ニート三日の男1」れのH景に、†専士1エホテル！の
　盛んな参詣者で埋まってみる本願寺な見て、　休憩室で自分に話され71。（終）
灘1購灘纂鷺！＿で、＿＿。．
　想
　　　同志肚飯　　義　　壽
レヘムの星でばなかつすこかO實にも星准眺む
るの心は吾等；為解脱淀解放S、否、更に人格
